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１．福井の風土と歴史 

１－１ 福井を培う自然 

（１）位置・地勢 

福井市は、東経 136°13’36”、北緯 36°03’12”（市役所）

にあり、日本列島の「へそ」に位置しています。また、周囲を

海・山・田園に囲まれ、四季の変化もはっきりしており、「日本

らしさ」が感じられる場所であると言えます。 

福井平野は、福井県の北部に広がり、東西 10km、南北 20km の

地域を占めており、福井市は福井平野の南半分にあたります。ま

た、稲作に適した国内有数の米どころで、「コシヒカリ発祥の

地」でもあります。 

地形的な変化の少ない福井平野にあって、ほぼ中央にそびえる

足羽山・八幡山・兎越山の足羽三山は、地形的にも貴重なランド

マークとなっています。 

足羽山の主体を構成する笏谷石は、北ノ庄城の石垣や福井城のお堀の石垣などに使われ、江戸時代

には特産として北前船で全国各地に運ばれました。また、神社の鳥居、墓石、民家の塀、漬物石にい

たるまで、今も私たちの身近にあり、強い愛着を感じます。 

一方、福井平野は、西側を高須山や国見岳、越知山などからなる丹生山地、東側を剣ヶ岳や飯降山

などからなる越前中央山地に挟まれており、これら 500～800ｍ級の山々が福井市の中景域から遠景

域を構成しています。 

 

（２）水系 

福井市内には、中小の河川が数多く流れ、肥沃な福井平野を潤しながら北部を流れる九頭竜川に合

流し、日本海へと注いでいます。中でも、岐阜県との境にある冠山に源を発する足羽川は、美山地域

を蛇行しながら流れ、福井市中心部を横断して日野川へと注いでおり、「さくら名所 100 選」にも選

ばれる堤防の桜堤とあわせ、市内外を問わず多くの人に親しまれています。 

また、用水路も重要な景観資源であり、特に、福井城築城の際に造られ、大正末期まで福井市民の

生命を支え続けた芝原用水(光明寺用水など)、堂田川（徳光用水）などは、身近な親水空間としても

市民に親しまれています。 

 

（３）自然植生・動物 

自然植生では、嶺南から嶺北を通して、日本海地域における植生移行帯として極めて重要な地理的

位置を占めており、本県を北限あるいは北東限とする暖地性植物や、本県を南西限あるいは西限とす

る白山山系を主とした温帯性または亜寒帯性植物が多く見られます。 

西側の丹生山地には、国見岳一帯の山頂付近にコナラ群落が広がり、山裾及び海岸線付近ではクロ

マツやアカマツの落葉広葉樹林が広がっています。 

東側の越前中央山地には、「杉の里・美山」を象徴するように杉の人工林が広がっていますが、剣

ヶ岳付近や白椿山付近などでは、ミズナラやコナラ群落も見られます。 

これらの自然を背景に、多種多様な野鳥や昆虫などが棲息しており、絶滅が危惧されているメダカ

や、市指定の天然記念物であるギフチョウなどの貴重な生物も見られます。 

福井市の位置 
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（４）気候・季節 

福井市の年平均気温は 14.3℃で、平均気温が高い 8月(26.8℃)

と低い 1 月及び 2 月(3.1℃)の差は 23.7 度もあり、寒暖の差が著

しい地域です（1971～2000 年の平均：福井地方気象台）。 

降水量が多いのは、梅雨末期に大雨が降る 7 月、台風や秋雨前

線の影響が大きい 9 月、雨や雪の日が多い 12 月と 1 月であり、

逆に、8月と 4月～5月は降水量が少なくなっています。 

東西を山々に挟まれる福井市では、九頭竜川や足羽川を中心に、

過去幾度となく大規模な洪水災害が生じており、近年では、平成

16 年 7 月に発生した福井豪雨により、市街地中心部の足羽川左岸

地域や美山地区などにおいて甚大な被害を受けました。 

冬期には、季節風の影響を受けて海岸線には荒波が押し寄せ、

鉛色をした曇天の日が続きます。降雪量では、近年は暖冬が続い

ていますが、平成 17 年には 12 月として記録的な積雪を記録しま

した。また、周囲を山々に囲まれる美山地区では、数ヶ月間にわ

たって“雪景色”を見ることができます。 

 

１－２ 良好な景観の形成・保全に係る主要な法規制 

（１）国定公園等 

海岸線一帯は越前加賀海岸国定公園に指定されており、日本海と奇岩奇勝の地形、福井県の花にも

指定されている越前水仙、松林などの植生が一体となって特有の美しい海岸風景を形成しています。 

また、福井市の東方には、奥越高原県立自然公園に指定される法恩寺山や荒島岳、さらにその北東

には白山国立公園に指定される白山連峰がそびえ、福井市の遠景として四季を演出しています。 

 

（２）市街化区域・市街化調整区域 

福井平野を中心とする面積 17,800ha（行政区域の約 33％）は、福井都市計画区域に指定され、市

街化区域・市街化調整区域の区域区分が行われています。 

市街化調整区域においては、建築等の行為は基本的に規制されていますが、一部の幹線道路では沿

道利用型の店舗等の立地が見られ、また、特に近年には大規模な公共的施設が郊外に立地しています。 

 

（３）風致地区 

福井城跡地区、足羽山地区、足羽川地区では、その良好な自然的景観及びそれと一体になった史跡

名勝などを含む区域の環境保全並びに良好な都市環境の維持を図るため、風致地区に指定されており、

建築物の建築や土地の形質の変更、木竹の伐採などの行為に対して一定の規制がかけられています。 

 

（４）鳥獣保護区 

足羽山周辺、東郷地区から一乗地区にかけての一帯、九頭竜川及び大安禅寺地区付近には、そこに

棲息する野生鳥獣の保護、増殖を図るため鳥獣保護区が指定されています。特に、希少種のトンボな

どが棲息する足羽山や大安禅寺周辺は特別保護区に指定されており、野生鳥獣の棲息に影響を及ぼす

行為が制限されています。 

雪に包まれる美山地区 

荒波が押し寄せる冬の越前海岸 
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１－３ 歴史 ～城下町から都市への成長～ 

（１）城下町の形成 

①城下町形成以前の福井（越前） 

福井市は、九頭竜川、足羽川、日野川の三大河川が形成した福井平野に発展してきました。 

平野部は、今から約 2,000 年前の弥生時代中頃には、ほとんど現在のような形状となり、農耕も可

能になったと言われています。 

一説には、1,500 年ほど前、この地にゆかりの深い男大迹
お お と の

皇子
おう じ

（後の継体天皇）の治水事業によっ

て、一面の沼沢地が豊かな沃野に生まれ変わったとも伝えられています。 

約 1,200 年前の奈良時代には、この広大な平野が穀倉地として注目され、東大寺の荘園として道守

荘や糞置荘などが開かれました。 

 

②戦国大名・越前朝倉氏 

奈良時代以降、北陸の要衝として栄えてきた

越前国に、現代の「都市」にあたる城下町が最

初に築かれたのは一乗谷でした。 

この当時、越前国を治めていたのは、日本三

大文化大名として名高い戦国大名・朝倉氏で、

文明 3 年(1471 年)に一乗谷に本拠を構えました。

以後、5 代 103 年間にわたって支配し、最盛期

には人口 1 万人を超えたとも言われ、雄大な城

下町と雅やかな文化の華を咲かせました。 

城下町は一乗谷の狭い谷間に広がっており、

武家屋敷や寺院、職人や商人の町屋といった建

物が、計画的に造られた道路の両側に所狭しと

並んでいました。また、本城である一乗谷城は

これより東の山上に築かれており、西方に福井

平野を一望することができました。 

しかし、天正元年(1573 年)に織田信長に敗れ

朝倉氏は滅び、城下町も焼討ちにあい灰燼と帰

しました。 

その後、400 年以上埋もれていましたが、昭

和 42 年に発掘調査が始まると、当時のまちなみ

がほぼ完全な姿で発掘され、昭和 46 年(1971

年)に山城跡を含む 278ha が国の特別史跡に、

1991 年(平成 3 年)には 4 庭園が国の特別名勝に

指定されました。平成 7 年には当時のまちなみ

が立体的に復原され、福井県を代表する観光地

として多くの人が訪れています。 

国の特別史跡に指定される一乗谷朝倉氏遺跡 

立体復原された町並 
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③福井の起源と北ノ庄城 

福井の都市的形態は、織田信長が越前の大名

朝倉義景を滅ぼし、柴田勝家に越前 8 郡 49 万石

を与えたときに始まります。 

勝家は天正 3 年(1575 年)に北ノ庄に築城し城

下町を建設しました。わずか 9 年後の天正 11 年

に落城し、城下町に関する具体的な資料は残存

していませんが、現在の柴田神社に本丸を置い

ていたと言われており、これより北に二の丸、

三の丸を配し、神明宮にいたる範囲を侍屋敷と

し、(旧)北陸道の通じる西側一体を町屋に仕立

てたと推測されています。 

 

 

 

 

④近世城下町の建設 

北ノ庄城の落城後、慶長 5 年(1600 年)に徳川

家康の第 2 子結城秀康が越前 68 万石を与えられ

て新しく福井城を築城しました。 

右図は城下町がよく発達した文化三年のもの

で、北ノ庄城時代と比べると、天守閣を北方に

移動し、これを守る位置にある吉野川を城堀

（百間堀）として取り込み、東方に人工的に川

を掘削して（現在の荒川）排水する大工事を施

工しています。侍屋敷西側の町家地区は変わり

ませんが、北側では神明神社付近の外堀から江

戸町があふれ出てその範囲が広まっています。 

寺は、福井城下に通じる各街道筋の出入口要

所を押える位置、特に足羽山麓と城下の西側や

北東側など、防衛的見地から城下を取り巻くよ

うに配置されていました。また、現在の松本２

丁目付近には加賀口御門があり、幕藩体制下に

おける福井藩の位置づけを象徴していました。 

 

 

北ノ庄城の推定復元図 

（「福井市史 通史編１ 古代・中世」より） 

文化 3年（1806 年）頃の様子 



第 3章 福井らしさを形成する景観特性 

- 34 - 

（２）近代都市の形成～成長 

①明治大正時代の福井市街地 

明治期における主要な道路形態は、藩政時代

とほとんど変化はなく、外堀が埋められている

程度です。明治 29 年には敦賀－森田間に北陸鉄

道（現 JR 線）が開通し、福井駅が開業しました

が、駅前通りは県庁のほか 2,3 の官庁がある程

度で、片側は堀のある閑静な地区でした。市役

所や警察署・郵便局なども分散していました。 

商店街は郊外に通じる各街道の出入口が栄え

ていた程度で、中心商店街と呼べるものは、

(旧)北陸道沿いの呉服町方面と、繊維問屋街に

近い本町通りに見られた程度です。 

外堀に囲まれた旧上級武士居住地は、福井の

特産である絹織物（後には人絹）の家内工業地

帯に変容しました。 

明治 22 年には全国の主要 39 都市とともに我

が国で最初の市制が施行されました。当時の人

口は 38,981 人で、東京の 72 万人を筆頭に福井

市は 17 位でした。 

 

②昭和初期の構造変化 

大正期における絹織物から人絹産業への転換

の成功によって、福井市の産業は大いに振興し

ました。昭和期には、福井県は全国の人絹生産

の 7 割弱を占め、昭和 7 年には世界で初めての

人絹取引所が開設されるまでに発展しました。 

福井市の都市構造変革の契機は、県庁の城内

本丸跡への移転とその跡地利用でした。県庁跡

地に百貨店が進出、商店も次々に進出し、賑や

かな商店街へと様相を一変しました。これと前

後して広大な百間堀も埋め立てられ、それまで

散在していた市役所や警察署、郵便局、電報電

話局や新聞社などが集中してビジネス街が誕生

しました。 

この都市構造の変化は交通機関にも影響を与

え、武生行き電車の乗り入れ、市内・郊外バス

の発着点となるなど、今日見るところの都心の

原形が一応整えられました。 

 

明治 27年（1894 年）頃の様子 

昭和 12年（1937 年）頃の様子 
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③戦災・震災と復興 

昭和 20 年(1945 年)7 月の戦災で市街地のほと

んどは壊滅しました。その破壊からようやく立

ち上がりかけた昭和 23 年(1948 年)6 月に起きた

福井地震は、再び市街の全域を壊滅させました。 

福井市民はこの不運を逆に好機として、思い

切った都市改造計画に着手しました。終戦から

わずか 9 ヶ月後の昭和 21 年には、「戦災復興土

地区画整理事業(面積 557ha)」による復興計画

案を決定し、以後着実に事業を実施してきまし

た。 

この事業の結果、城下町特有の屈曲した道路

は直線化され、防火と交通渋滞に備えたシンボ

ルロード（中央大通り）をはじめとする広幅員

道路により、市街地は格子状に整然と区画され、

舗装道路や並木道、公園、下水道などを備えた

近代都市が誕生しました。 

この戦災復興土地区画整理事業は昭和 42 年に完了しましたが、当時この事業は全国でも最も高い

完成率を示すものであり、昭和 40 年代においては、全国第一位の都市環境指数を誇ることになりま

した。 

 

④市街地開発事業 

平成 17 年 3 月 31 日現在、福井市の市街化区

域内における土地区画整理事業は、施行中を含

め 101 地区、面積約 3,700ha に及びます。これ

は市街化区域面積 4,685ha の約 8 割に相当し、

全国でも有数の施行率を誇っています。 

土地区画整理事業の実施を 5 年毎に見てみる

と、市の中心部から郊外部へと計画的に都市基

盤の整備が進められていった様子がよく分かり

ます。特に近年では、市街地北東部を中心に大

規模な市街地の整備・拡大が行われ、市街地の

郊外化が急速に進展しました。 

一方、市街地中心部では、福井駅付近連続立

体交差事業や福井駅周辺土地区画整理事業、手

寄地区市街地再開発事業などが実施されており、

県都福井の玄関口として、活力と魅力ある都市

拠点の形成に向けた整備が進められています。 

 

 土地区画整理事業の施行状況（市街化区域内） 

福井復興土地区画整理設計図 
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⑤市町村合併 

明治 22 年 4 月 1 日の市制施行当時、

福井市の人口は 38,981 人、面積は

4.43km2 でした。その後、絹織物業、人

絹産業の隆盛に伴って人口は大きく増加

しましたが、狭い市域では増加人口を収

容できず、また、県都としての偉容を整

えるためにも、周辺町村を含めて広域的

に都市整備を推進する必要がありました。 

こうして、昭和 6 年に足羽郡東安居村

三ツ橋地区を合併したのを皮切りに、市

域は年々拡大していきました。 

特に、「町村合併促進法」が制定された昭和 28 年以降は一段と促進され、昭和 46 年の足羽郡足羽

町まで計 22 回の合併及び編入を繰り返してきました。 

昭和の大合併から 50年が経過した平成 16 年 5月、地方分権や構造改革の推進、少子高齢化の進展

や地方財政の悪化などを背景に「市町村の合併の特例等に関する法律」が施行されると、いわゆる平

成の大合併が全国各地で進みました。福井市においても、平成 18 年 2 月 1 日に美山町、越廼村、清

水町を編入合併し、新たなまちづくりがスタートしました。これにより、市制施行当時約 4 万人だっ

た人口は約 27万人となり、面積約 536km2は当時の 121 倍に相当します。 

 

⑥町名の変遷 

町名には、その地区の特性をよく表している

ものがあります。藩政時代には、舟場町、魚町、

大工町など分かりやすい地名が多くありました。

これらの町名は明治 7 年(1874 年)に改正され、

月見町、佐久良上町、佐佳枝中町、江戸下町、

日ノ出中町などに変更されましたが、これらに

も地域の特性を表しているものが多くありまし

た。 

明治 7 年以降町名のほとんどは改正が行われ

ませんでしたが、戦災復興土地区画整理事業の

進捗に伴い新区画に基づく大規模な町名改正が

行われ、佐佳枝上・中・下町などの呼称を廃止

し、佐佳枝町 1 丁目，2 丁目とするなど、町名

の変更・追加が行われました。 

昭和 40 年の「住居表示に関する法律」により、

街区方式による町名改正が行われ、現在も土地

区画整理等に合わせた町名の変更が行われてい

ます。 

 

市町村合併の変遷 

明治 7 年改正後の町名 
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１－４ 心象風景 ～足羽川と足羽山～ 

まちの歴史を伝えるものは、史跡や建築物ばかりでなく、市民の心の中に生きづいている風景、す

なわち心象風景も大きな要素です。 

特に、足羽川と足羽山は、福井市が城下町として発達する以前から生活と密接に結びついており、

景観特性からみても最も象徴的な存在となっています。 

（１）足羽川 

①足羽川の歴史 

足羽川の歴史は洪水との戦いの歴史でもありました。昔は足羽川には堤防がなかったため、いった

ん大雨が降ると氾濫し大洪水となりました。このため、明治 12 年から 17 年間にわたって足羽川筋の

福井市内に護岸及び沈床工事を実施し、水勢による堤防の決壊などを防止しました。明治 33 年 4 月

には改修工事に着工し、市内の左岸に堤防、右岸に石垣工事を施しました。 

かつて、九十九橋下流の桃園町あたりは、数百本の桃の木が足羽山の麓近くまで広がる「桃畠」の

名勝でしたが、この工事により姿を消しました。「桃畠」を失ったことで、市民有志は明治 39 年から

堤防に桜や楓を植樹し新たな名所としました。その後、昭和 27 年～28 年の福井震災復興記念事業に

より植樹された桜並木は、平成 2年には「さくら名所 100 選」に選ばれ、延長 2.2km におよぶ桜堤は

多くの人の心に心象として焼き付いています。 

また、昭和 6年から 8年の間に、小山谷付近で湾曲していた足羽川を明里地籍で直流。さらにその

先、水越付近から北西に向って日野川まで、足羽川放水路を開削して洪水の際の溢水を処理してきま

したが、後にこの放水路が本流となり、旧河跡は渡団地などの住宅地や畑地に利用されるようになり

ました。 

平成 16 年 7 月の福井豪雨では、越流や堤防の決壊など各地で大洪水が発生し、美山地域や市街地

中心部の足羽川左岸地域を中心に甚大な被害が生じました。現在、堤防強化や河床掘削、橋梁架替工

事が行われていますが、堤防工事では、多くの人に親しまれている桜堤を後世に伝えることができる

よう対策が検討されています。 

 

愛宕山より福井城下眺望之図（田辺利忠・寛政年間）〈「福井市春獄公記念文庫」蔵〉 
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②産業の軸としての足羽川 

福井・三国間の 5 里余りの河川を活用するこ

とは、県都福井市を中心に物資の流通を図る手

段として最も効率的な方法でした。 

九十九橋の周辺、特に下流の右岸一帯には河

戸と呼ばれる船着場があり、関連業者が軒を連

ねていました。この水運は、明治期に入り著し

く発展を遂げましたが、明治 29 年の北陸線敦

賀・森田間の開通により鉄道との競合時代に入

り、明治 44 年 12 月の北陸線三国支線の開業を

契機に衰退していきました。 

 

 

③足羽川の自然 

かつての足羽川はとても美しい川でした。大正の末頃でもマス漁が盛んに行われており、産卵のた

め川を昇ってくるマスを猟師たちが下馬のあたりに網を張って捕獲していました。水量も豊富で、マ

スの他、アユ、コイ、フナがよく釣れ、九十九橋下にはウナギもいました。また、魚ばかりでなく、

水鳥も多く、カイツブリ、カモなどの姿がよく見られ、その姿は現在でも変わりません。 

 

④遊興の地としての足羽川 

足羽川とその河原の一帯は、当時の福井城下に住まう人々の重要な遊興の地でありました。今の桜

橋と九十九橋の間の左岸の広場は、盛夏には納涼の人で賑わい、7～8 月頃には、軽業、馬芝居、生

人形などが催されて人気を博しました。 

大正 6～7 年頃には、木田橋付近の勝見河原に福井市公開運動場が開設されたほか、草競馬が観客

を沸かせたのもこの広場でした。 

現在、市街地中心部の河川敷は緑地として整備され、日常の散策だけでなく、春のお花見や越前時

代行列、夏の福井花火の会場などとして利用されており、市民の憩いの場、市内外の交流の場として

多くの人に親しまれています。 

 

⑤美しい景観を楽しむ足羽川 

幸橋から九十九橋にかけての右岸には、足羽川を背にし、足羽山を借景として料亭が建ち並び、

人々を集めていました。 

桜の咲き誇る 4月初旬には、延長 2.2km におよぶ桜堤がライトアップされ、漆黒の夜空に浮かぶ白

い桜の花々が幻想的な景観を演出しています。 

また、新明里橋から大瀬橋にかけての堤防左岸では、地区の人たちが菜の花の種をまき、今では延

長 2.5km におよぶ「菜の花ロード」として鮮やかな黄色い花を咲かせており、足羽川に対する市民の

愛着の高さがわかります。 

九十九橋桃花の図（福井藩十二ヶ月年中行事絵巻） 

〈「福井市春獄公記念文庫」蔵〉 
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（２）足羽山 

①足羽山の歴史 

平坦な福井平野のほぼ中央に位置する足羽山は、その地理

的特性から多くの古墳が形成され、足羽山古墳群として県指

定の史跡となっており、その山頂には、「越の大王」として

大和朝廷の皇位を継承した継体天皇の石像が立っています。 

この足羽山からは、笏谷石と呼ばれる淡緑青色ないし灰紫

色の良質の火山礫凝灰岩が採掘され、その起源は 4 世紀前後

と考えられています。北ノ庄城の石垣や福井城（現県庁）の

お堀の石垣にも使用され、江戸時代には最も大規模に採掘が

行われていました。 

明治 42 年、大正天皇がまだ皇太子であった当時、行啓の

記念事業として公園技師の長岡安平（東京日比谷公園設計

者）によって今日の足羽山公園が設計されました。約 2 ヶ月

の突貫作業で進められ、延 1 万 5 千人の市民、周辺村民が奉

仕作業に加わりました。 

また、昭和 27 年の福井復興博覧会において第 2 会場とな

った足羽山の三段広場には、テーマ塔、展示館、野外ステー

ジをはじめ、イソップ列車、豆汽車、メリーゴーランド、飛行塔などの遊具もあり、子供から大人ま

で楽しむことができました。その後、足羽山公園遊園地などが整備され、足羽山は市民にとって一層

親しみ深い場所となりました。 

 

②足羽山の自然 

足羽山には、植物は木本類が約 154 種、草本類が

約 362 種生育しています。野鳥は、年間を通じて

70～80 種が観察されており、普通に見られるのは、

シジュウカラ・ヤマガラ・ホオジロ・ハシボソガラ

スなどです。昆虫は、天然記念物のギフチョウをは

じめとするチョウが約 50 種、セミが 7 種確認され

ています。 

このように、平坦な福井平野にあって、足羽山は

貴重な自然生態系の場でもあるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

朝日山不動明王の露天掘り跡 

（提供：越前笏谷石の会） 

市指定天然記念物のギフチョウ 
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③美しい景観を楽しむ足羽山 

足羽山は市街地のほぼ中央に位置し、市街地や福井平野

はもちろん、遠くは白山連峰の美しい山並みを眺望するこ

とができます。足羽山への登り口としては、笏谷石の石段

が美しい愛宕坂や、百坂、横坂などの坂道があり、この坂

の途中からも市街地を眼下に見下ろすことができます。 

また、足羽山は四季折々に美しい表情を見せてくれます。

早春に咲くカタクリ、春には樹齢約 360 年のシダレザクラ

をはじめとして、｢さくら名所 100 選｣にも選ばれた約

3,500 本の桜が咲き誇り、初夏には市の花でもある約

15,000 株のアジサイが緑に映えます。秋にはモミジが紅

葉し、冬は真っ白に雪化粧します。 

このように、足羽山は中からも外からも美しい景観を楽

しむことができる、まさに福井市のシンボル、まちの目印

と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－５ 福井の主要な景観資源 

福井には、自然や歴史・文化、建築物をはじめとして、以下に示すような数多くの景観資源があり

ます。いずれも福井らしい景観を象徴するものとして、多くの市民に親しまれており、また、全国的

にも優れていると認められているものもあります。 

○福井らしい景観の基礎となる美しい自然や地形 

○貴重あるいは希少な動植物の生息地、地域のランドマークとして市民に親しまれている樹木 

○福井あるいは地域の歴史を物語る貴重な歴史遺産、寺院・神社 

○地域固有の様相を残す伝統的な家並み 

○近代の福井の発展を象徴する建築物等 

○自然や歴史と密接に結びついた地域固有の伝統文化 

○良好にデザインされ、地域のランドマークとなる建築物 

○道路や公園などの緑豊かな公共空間 

○全国的に認められているもの（○○百選など） 

（※景観資源の抽出は、｢福井市民の誇り百選｣、｢ふくい百景｣、｢都市景観重要建築物等｣、｢指定文化財｣のほか、

ヒヤリングによる） 

自然史博物館の屋上から眺望する市街地と白山連峰

身近な散策路でもある足羽山のあじさいロード

樹齢約 360 年におよぶ足羽神社のシダレザクラ
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④福井の歴史的建造物（福井県土木部営繕課） 

福井県では、地域の歴史や生活史を表現し、または地域の景観を形成している貴重な歴史的建造物

の保存・活用のための事業を行っています。 

その中で、福井市に関する歴史的建造物として、以下のものが挙げられています。 

 

町並み 
浅水の家並み、木田銀座通りの町並み、東郷二ヶ町の町並み、西谷町の家並み、

花堂北の家並み、浄教寺町の家並み 

民家 

丹巖洞草庵、おさごえ民家園、石田家住宅、村田家住宅、二本木家住宅、 

今村家住宅、松島家住宅、谷口家住宅、角原町の民家、鉾ヶ崎町の民家、 

羽坂町の民家、尼ヶ谷町の民家、国山町の民家、大谷町の民家、荒谷町の民家、

細川家住宅、川尻町・両橋屋町民家、免鳥町の民家 

寺院・神社 

専照寺、大安禅寺、瑞源寺、泉通寺、西藤観音堂、大安寺観音堂、聖徳太子堂、

泰澄寺大師堂、春日神社、教応寺、願念寺、淨光寺、性光坊、西雲寺、 

八王子神社、愛染寺、欣淨寺、大乗寺鐘楼門、簸川神社、白山神社、 

樺八幡神社、本向寺本堂、法雲寺、賀茂神社、広善寺 

近代・その他 

福井聖三一教会堂、旧福井信託(株)、旧足羽揚水ポンプ場、セーレン(株)本館、

(有)小倉金物、豊岡家住宅、清水家住宅、養浩館、池田家長屋門、 

小澤家長屋門、毛利家長屋門、北菅生町の蔵、一乗谷朝倉氏遺跡、 

大安禅寺千畳敷、通安寺狛家廟所、足羽山公園 

土木 小和清水発電所 

 

⑤全国に認められている景観資源（○○百選など） 

平成 2年に(財)日本桜の会により「さくら名所 100 選」選ばれ、今では全国的に知られている足羽

川の桜堤をはじめ、様々な組織や団体等により、美しい、あるいは特に良好であると認められている

景観資源や名所等が数多くあります。 

 

さくら名所 100 選 足羽川・足羽山公園 

日本の渚百選 越前海岸 

夕日百選 越前海岸（越前町） 

日本 100名城 一乗谷城 

日本百名橋 九十九橋 

中部の駅百選 ハーモニーホール駅 

元気のある商店街 100 福井駅前商店街 

続 元気のある商店街 100 田原町商店街 

都市景観大賞 西部緑道（景観形成事例部門：小空間レベル、平成 7年） 

日本の歴史公園 100 選 養浩館庭園、北の庄城址公園 

美しい日本の歴史的風土 100 選 戦国大名朝倉氏一乗谷遺跡、松平家城下町の遺産 
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２．福井の景観構造 

福井市の自然的・地形的条件や、景観資源の分布状況、地域に密着している生活文化等を踏まえると、

福井市の景観構造は大きく以下のように類型化されます。 

これらによって構成される福井市を上から俯瞰すると、まさしくフェニックス（不死鳥）のようにも

見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市の景観を構成する構造分類 

平地景観 

山地景観 

市 街 地

市街地西部 

市街地北西部

美山エリア 

国見岳エリア海岸景観 

面
的
な
景
観
構
造 

南北景観軸

東西景観軸

線
的
な
景
観
構
造 

福井都心地区 一乗谷地区 越前水仙群生地区 

田園・集落 市街地東部 

断 面 的 な 景 観 構 造 

特色ある 
拠点空間 
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２－１ 面的な景観構造 

（１）平地景観 

東西を山地に挟まれた平野部の景観構造は、都市的な景観整備を進める市街地景観と、米どころ福

井を支える広大な田園とそこに点在する集落景観とに大別されます。 

①市街地景観 

平野部の中心に位置する市街地は、麻生津地区やグリーンハイツなどの山地を切り拓いて整備され

た地区を除き概ね平坦で、地形的なアクセントの少ない構造となっている中で、市街地のほぼ中央に

位置する足羽三山が、まちの目印としてシンボル的な役割を果たしています。 

市街地の中央を南北に分断する足羽川は、都市河川には珍しく短い区間で幾重にも蛇行しており、

橋などの視点場ごとに異なった景観を楽しむことができます。 

福井城の城下町として発達した地域ですが、二度にわたる壊滅的な災害により、その面影を偲ぶこ

とができるのは、福井城址の石垣や養浩館庭園、麻生津地区の(旧)北陸道沿いなどわずかな地区に限

られています。 

市街地の大部分は、土地区画整理事業により面的に基盤整備され、東西・南北に碁盤目状に配置さ

れた通りのいたる所から、借景となる山並みやまちの目印となる足羽三山を眺望することができます。 

道路空間の多くが街路樹によって緑化・修景され、中でも、さくら通りの桜並木や駅東大通りのケ

ヤキ並木などの並木道は、多くの市民に親しまれる道路景観となっています。 

建築物は、住・商・工の土地利用計画に基づいて誘導されており、住宅地では生垣などによる緑あ

ふれるまちなみ、商業地ではデザインに工夫を凝らした通りや建築物、工業地では緩衝帯としての敷

地緑化など、それぞれごとに特徴的な景観がみられます。 

また、自然的景観要素の少ない地域では、身近にある水辺などを積極的にまちなみに取り入れたり、

花や緑を種から育てたりする市民活動も盛んに行われています。 

 

②田園・集落景観 

市街地を取り囲む田園地域は、水稲田園が一面に広がるという点では同じですが、そこに伝わる文

化や集落の分布などによって、次のように分けられます。 

○市街地東部 

大規模に区画整備された一団の田園景観の中に、緑の浮島のように点在する集落がアクセントを添

えています。 

県内有数の米どころであり、清らかな水と土が育む東郷米は良質な米として知られるほか、文殊・

上文殊地区の農地は、東大寺領荘園（糞置荘）として奈良時代の荘園経営の姿を今も残す歴史・文化

的景観要素も含んでいます。 

また、里山をかかえる上文殊地区や岡保地区などの集落では、特に山に対する愛着が深く、田園や

越前五山の一つである文殊山、岡の泉などの自然や歴史・文化をテーマとした市民活動が活発に行わ

れています。 

○市街地西部 

大規模にほ場整備された一団の田園景観を形成しており、山並みとの距離が比較的近い構造となっ

ています。 

集落は里山に沿って連なっており、在田町などには、切り妻屋根に黒い柱と白い壁がコントラスト
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を描く特徴的な家並みが残っています。 

また、初夏には特産のスゲを刈り取る伝統的な光景、秋にはコスモス花畑もみられます。 

○市街地北西部 

日野川及び九頭竜川の流域に一団の田園景観を形成しており、山裾に位置するところでは棚田景観

もみられます。 

また、東京ドームの 10 倍以上の敷地に約１億本ものコスモスが咲き誇る宮ノ下地区のコスモス広

苑、海岸部に近い三里浜砂丘にみられるラッキョウ畑や砂丘植物群落など、田園景観だけではなく、

花と緑と水が一体となった自然景観を形成しています。 

 

（２）山地景観 

東西に広がる山林地域は、その植生や集落形態、歴史性などから、東西で特性が異なります。 

①美山エリア 

福井市の東部に広がるこの地域は、杉の里・美山を象徴するように、杉の人工林が一面に広がって

おり、産業景観的な様相を呈しています。剣ヶ岳付近や白椿山付近ではミズナラやコナラ群落がみら

れ、紅葉景観を楽しむことができ、また、福井平野を眼下に見下ろすことができます。 

集落は主に足羽川の流域に沿って形成されています。この足羽川は幾重にも蛇行しながら流れてお

り、山裾の切れ間に水辺や集落が見え隠れする特徴的な山地景観となっています。 

また、歴史的な縁も深く、一乗谷朝倉氏遺跡のほか、南北朝時代の戦乱を生きた豪族・伊自良氏の

館跡など、緑豊かな山々と一体となった貴重な歴史資源が訪れる人を悠久のロマンに誘います。 

集落地付近では、伝統的なはさ掛けのほか、河内赤かぶらの焼畑農業などの特徴的な光景も見られ

ます。 

 

②国見岳エリア 

福井市の西部に広がるこの地域は、山裾付近では樹木の伐採と杉の植林が広がっていますが、中腹

から山頂に向っては、自然度の高い植生環境が構成されています。特に、国見岳の尾根筋には、ブナ

やコナラが群生しており、平野部からも紅葉景観を楽しむことができます。 

また、国見岳や越前五山の一つである越知山などの山頂は眺望に優れており、日本海や三里浜砂丘、

福井平野や遠く白山連峰を一望することができます。 

谷筋が狭く平坦地も少ない地形的な条件は、特徴的な棚田景観を育んでおり、高須山と国見岳に挟

まれた高須川の流域にある高須町では、生産者が協定を結んで農業生産活動を続けているとともに、

棚田のオーナー制度に取り組んでいます。 

 

（３）海岸景観 

福井市の西端に続く地域一帯は、越前加賀海岸国定公園に指定されています。 

北側は、九頭竜川からの土砂流出によって形成された砂浜で、背後は二層三列の砂丘になっており、

貴重な砂丘植生が存在しています。南側は、隆起性の直線的な岩礁海岸が続き、火山岩の柱状節理や

波によって削られた岩によって構成される海岸は、「越前海岸」として有名な景勝地となっています。 

加えて、御嶽山の原生林やクロマツ群落などの背後の山並みと一体となって美しい海岸景観を形成

しており、福井県有数の観光・レクリエーションエリアでもあります。夏は海水浴やキャンプ、冬は

一面に可憐な花を咲かせる越前水仙や冬の風物詩とも言える波の華、美しい夕日など、四季や時間帯
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を問わず、訪れる人の心を楽しませてくれます。 

また、狭い地形に家屋が密集して建ち並ぶ特徴的な集落形態を形成していますが、昔ながらの板壁

の住宅は少なくなってきています。 

 

２－２ 線的な景観構造 

（１）南北景観軸 

東西を山地に挟まれる地形的条件に対し、南北方向に平地が開けていることから、交通網などの都

市軸も南北方向を中心に形成されています。 

福井城下の時代に人や物・文化が通る主要な街道であった(旧)北陸道は、福井城下の北の出入り口

には加賀口御門といわれた大木戸が、南には赤坂口（現在の月見 2 丁目）に惣木戸が置かれていまし

た。また、九十九橋北詰を起点に各宿場町への里程が定められており、浅水宿までは約 6km の距離で

した。この通り沿いには、当時の面影を残す家並みが今も見られます。 

フェニックス通りは、市街地の構造的にも地形的にも福井市の中心を縦貫する、まさに骨格となる

軸であり、その名が示すとおり、戦後・震災後の福井市の復興の中心的役割として、様々な都市活動

を支えてきました。 

フェニックス通りの新木田交差点から田原町にかけては、福井鉄道が路面電車として走り、ふるさ

と福井の情景として多くの市民の心に焼き付いています。2006 年春からは一部車両に低床車輌が導

入され、新たな時代の情景となることが期待されます。 

また、これに並行して走る JR 北陸本線は、福井駅付近連続立体交差事業により延長約 3.3km 区間

が高架化されるとともに、福井駅舎も新しく整備され、新たな都市景観軸を構成しています。 

一方、市街地の東側を走る国道 8 号は、市街地中心部の交通混雑の緩和と周辺の地域開発の基盤と

なることを目的に 4 車線で整備されました。その結果、住宅や商業の進出、公共施設の移転など経済

活動は盛んになりましたが、騒色にデザインされた建築物や広告物が乱立し、景観的には必ずしも良

いとは言えない面もあります。 

 

（２）東西景観軸 

都市的な景観構造が南北を中心に形成されているのに対し、自然的な景観軸は東西を中心に形成さ

れています。 

福井市のほぼ中央を東西に流れる足羽川は、山地景観、田園・集落景観、市街地景観という景観構

造的に異なる地域を水辺景観という一つの軸によって結び付けており、それぞれの場面において特徴

的な景観を楽しむことができます。 

その足羽川は菅谷町付近で日野川に合流し、日野川は高屋町付近で九頭竜川に合流し、さらに大き

な流れとなって日本海に注いでいます。 

足羽川は単に水辺としての景観だけではなく、その源流域である法恩寺山や冠山、遠くは白山連峰

などの山並みを一体のものとして眺望することができます。また、そこには、日本百名橋に挙げられ

る九十九橋など数多くの橋が架けられ、多くの人の往来や遊興の場となりました。 

とりわけ、市街地中心部を流れる足羽川の堤防 2.2km におよぶ桜堤は、福井市のシンボル景観とし

てだけでなく、「さくら名所 100 選」として広く全国に認められています。桜自体の寿命のほか、平

成 16 年 7 月に襲った福井豪雨により、堤防工事に伴う桜の移植が大きな問題となっていますが、足
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羽川の桜堤は福井市の景観構造上なくてはならない存在になっていると言えます。 

また、水越橋一帯では、東安居地区の児童と住民が連携して堤防に菜の花の種をまき、春には堤防

一面に菜の花の黄色い絨毯が咲き乱れるなど、足羽川は福井市民にとって最も親しまれている景観の

一つです。 

 

２－３ 断面的な景観構造 

平野と山地によって構成されるという地形的な変化に乏しい福井市ですが、福井市全体を断面構成

として捉えると、福井らしさが見えてきます。 

市街地は福井平野の中心に形成されており、そのほぼ中心部に位置する足羽三山は、精神的・文化

的のみならず、空間構造的にもシンボル的存在となっています。 

都市機能の配置では、市街地の中心部に核となる商業・業務機能を配置しており、一般的には、中

心部に向って建築物等の高さが高くなる都市構造となっています。 

市街地を取り囲む田園地域は、都市計画法の市街化調整区域により原則として開発が規制されてお

り、周辺の都市で行われているような無秩序な宅地開発や大規模・高層の建築物等はあまり見られま

せん。 

田園地域の東側は、白椿山、飯降山などの山々が連なっており、谷あいに集落が形成されています。

西側は国見岳を頂として切り立ち、日本海に迫っています。 

これらの条件により、平野部のいたるところから足羽三山や背景となる山並みを眺望することがで

き、また、田園や市街地、海岸線を眼下に見渡せる場所も数多く存在します。 

すなわち、美しい自然を「地」とする上に、歴史や文化、まちなどといった景観を構成する「図」

が一体となって溶け込んでいる状況が「福井らしい」景観であると言え、まさに、日本の原風景であ

るとも言えます。 

 

２－４ 特色ある拠点景観 

福井市には、自然的、歴史的、都市的に優れた景観資源が数多く点在していますが、点としての景

観資源とその周辺の環境が一体となって面的な広がりを見せている地区のうち、特に拠点的な景観を

形成しているものとして、以下の地区が挙げられます。 

 

（１）福井都心地区 

JR 福井駅を玄関口とする市中心部は、単に都市構造・経済活動としての中心だけでなく、南北景

観軸と東西景観軸が交差する、景観構造上においても中心となる地区です。 

福井駅付近連続立体交差事業により新しく生まれ変わった JR 福井駅は、嶺北・丹南・奥越方面と

の鉄道交通の結節点であるとともに、将来的には北陸新幹線駅として、全国各地から多くの人を迎え

入れる玄関口となります。 

その周辺では土地区画整理事業による面的な基盤整備や駅前広場の整備が実施中であり、地区計画

制度とあわせ、景観に配慮された建築物の更新や新築などが活性化することが期待されます。 

JR 福井駅から西に伸びるシンボルロード（中央大通り）及びフェニックス通りを軸とする地区で

は、「福井都心部都市景観形成地区」を指定し、特に景観に配慮した建築物等の誘導に努めてきまし

た。 
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また、JR 福井駅周辺の商店街では、賑わいの道づくり事業による歩行者空間の修景やアーケード

の整備が行われ、新たに「中央 1 丁目都市景観形成地区」を指定し、魅力と賑わいのある商業地景観

の形成に向けた活動に取り組んでいます。 

この中心部は、かつて福井城の城下町として発展した地域で、昭和初期や戦後の都市の改造により、

百間堀と謳われた広大な堀や福井城は姿を消していますが、福井城の石垣やお堀、養浩館庭園などに

より当時の繁栄をうかがい知ることができます。 

また、都心地区の景観構造として、足羽川や足羽山は不可欠な存在です。 

足羽川は、かつて福井城の外堀として利用されていたほか、昔も今も重要な遊興の地であり、また、

足羽山は地形的なシンボルとして存在するだけでなく、かつての街道筋の多くが足羽山に向いて造ら

れたように、城下町の時代から足羽山が精神的なシンボルであったことがうかがわれます。 

中心商業・業務地として高層の建築物等が集積したため、JR 福井駅周辺からは人の視線で足羽山

を望むことは困難になっていますが、足羽川に架かる橋や堤防からは、足羽川の水辺や桜堤と足羽山

を一つのパノラマとして捉えることができます。 

 

（２）一乗谷地区 

一乗谷朝倉氏遺跡は、国の特別史跡や特別名勝（4 庭園）に指定されるように、歴史資源としての

価値が非常に高い所です。 

しかし、人々がそこに立ったときに悠久の戦国ロマンを感じることができるのは、その背景として

そびえる一乗城山の自然や、一乗滝から流れる一乗谷川の清らかな水の流れが損なわれる事なく現代

に受け継がれているからであると言えます。 

また、その周囲には、山並みの風景に溶け込んでいる伝統的な切妻屋根の家並みが見られ、朱塗り

の橋も景観としての調和を乱す事なく視覚的アクセントを添えています。 

 

（３）越前水仙群生地区 

美しい日本海と奇岩奇勝の地形、背後の切り立った斜面いっぱいに咲き誇る越前水仙を一つのパノ

ラマとして眺望することができるこの地区は、福井県を代表する観光・レクリエーション拠点の一つ

に挙げられます。 

越前水仙特有の甘い香り、波の音や波しぶきを体で感じることができる江津浦自然公園、これらを

眼下に一望するガラガラ山など、優れた景観を単に視覚として捉えるだけでなく、聴覚や嗅覚のよう

に全身で楽しむことができます。 

 

 


